
 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアル④車両に関わる情報の管理 
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カスタム項目の作成方法 

①カスタム項目の新規作成 

1）画面右上にある マークを押し、「設定」を選択。 

 

 

2）設定画面が開くので、「オブジェクトマネージャ」タブを選択 
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3）画面右の に対象のオブジェクト名（今回は「車両」）

を入力し検索された「車両」行を選択 

 

 

4）画面左側メニューから「項目とリレーション」を選択 

 

 

5）画面右側「新規」を選択 
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6）データ型を選択し、「次へ」を選択 

 
 ※「（指定なし）」のままでは「次へ」を選択した際にエラーになります 

 ※どのデータ型を選択するかは、追加する項目によって異なります 

   

目的 データ型 

交付年月日など、日付を管理したい 日付 

重量や距離など、数値を管理したい 数値 

装備品の有無など、あり、なしを管理したい チェックボックス 

住所や名称など、自由に入力できる項目を作成したい テキスト 

燃料の種類など、複数の選択肢の中から１つを選択し

たい 

選択リスト 

複数の項目の合算値や条件に応じたテキストを表示し

たい 

数式 
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7）各データ型で必要な内容を入力して「次へ」を選択 

 [日付] 

  
 

[数値] 
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[チェックボックス] 

 

 

 

 

 

 

 

[テキスト] 
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[選択リスト] 

 

[数式] 

 数式の型を選択 
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 数式を入力 
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8）「次へ」を選択 

 

9）「保存」を選択し、項目の作成を完了します 

 

 

追加した項目は画面での編集や、レポートへの追加が可能です。 

 

■画面から値を登録 
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■レポートへの項目追加 
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データローダの使用方法 

① データローダのインストール 

1）画面右上にある マークを押し、「設定」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）設定画面が開くので、画面左の に「データローダ」を

入力し、表示されたリンクをクリックし、ダウンロードページを開きま

す。 
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3）「Windows のインストール手順」、「Mac のインストール手順」を参考

に、データローダをインストールします。 

※P31-33 に手順を載せていますが、バージョンによって異なる可能性が

あります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）データローダを起動し、Settings を押し、Settings を選択。 
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5）Time Zone を「GMT」に変更。また、Insert null values、Read all 

CSVs with UTF-8 encoding、Write all CSVs with UTF-8 encoding に 

チェックが入っていないことを確認してください。 

 

 

※データに文字化けがある場合 Read all CSVs with UTF-8 encoding、

Write all CSVs with UTF-8 encoding チェックを入れてください。 

 

 


